
　
第
7
回
日
本
在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
の
開

催
地
が
山
梨
に
決
ま
っ
て
か
ら
、
約
1
年
半
、

企
画
委
員
会
を
中
心
に
準
備
を
重
ね
て
参
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
を
「
在
宅
看
護
の
原
点
、
そ

し
て
さ
ら
な
る
挑
戦
」
と
し
た
の
は
、
全
国
に

先
駆
け
て
訪
問
看
護
の
制
度
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
山
梨
だ
か
ら
こ
そ
、「
在
宅
看
護
の
原
点
」

を
大
切
に
し
つ
つ
、「
在
宅
へ
」と
い
う
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
看
護
職
の「
さ
ら
な
る
挑
戦
」

を
語
り
合
い
、
参
加
者
が
さ
ら
に
元
気
に
な
る

学
会
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な「
在
宅
看
護
」が
集
まった

　
発
表
演
題
は
全
国
の
仲
間
か
ら
92
題
集
ま
り

ま
し
た
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
病
院
や

教
育
・
研
究
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

皆
さ
ま
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
1
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
訪
問
看
護
師
の
人
材
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
訪
問
看
護
師
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ

ダ
ー
へ
の
取
り
組
み
や
新
卒
訪
問
看
護
師
の
育

成
等
の
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
2
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ
を

「
こ
れ
か
ら
の
在
宅
ケ
ア
は
地
域
づ
く
り
か
ら
」

と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
在
宅
看
護
は
地

域
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
重
要

と
い
う
観
点
か
ら
、
大
い
に
語
り
合
い
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
基
調
講
演
・
教
育
講
演
と
3
つ
の
教

育
セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
集
会
は
日
本
救
急
看
護
学

会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
等
々
、「
看
護
の
こ
れ
か

ら
の
在
り
方
」
を
語
り
合
え
る
、
た
い
へ
ん
興

味
深
い
企
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
1
日
目
の
16
時
40
分
か
ら
は
上
映
会
も
企
画

し
ま
し
た
。
鹿
児
島
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
組
ん
だ
「
小
児
訪
問
看
護
へ
の
取
り

組
み
」
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ

の
映
像
に
出
会
い
、
た
い
へ
ん
大
き
な
感
動
を

も
ら
い
ま
し
た
。
1
人
で
も
多
く
の
人
に
観
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
お
願
い
し
、
実

現
し
た
上
映
会
で
す
。
関
わ
っ
た
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
長
さ
ん
も
、
鹿
児
島
か
ら
お

越
し
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

◉

　
11
月
の
下
旬
は
、
会
場
と
な
る
山
梨
県
立
大

学
か
ら
も
山
頂
が
雪
で
白
く
な
っ
た
富
士
山
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
酒
の
ワ
イ
ン
が
で

き
あ
が
る
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
温
泉
に
つ
か

り
な
が
ら
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
充
電
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
、
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。
学
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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訪 問 ほ っ と ら い ん

在
宅
の
時
代
に

こ
れ
か
ら
の
看
護

を
語
り
合
お
う

第
7
回
日
本
在
宅
看
護
学
会

学
術
集
会
開
催

第
７
回
日
本
在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
長

山
梨
県
立
大
学
看
護
学
部
教
授

佐
藤
悦
子

日時　11月25日（土）・26日（日）
会場　山梨県立大学看護学部池田キャンパス（山梨県甲府市）
プログラム
学術集会長講演�「地域包括ケアのなかで在宅看護を担う看護職

の強みを活かす」佐藤悦子（山梨県立大学看護
学部教授）

基調講演�「山梨の訪問看護制度は35年前から始まった」川村佐
和子（聖隷クリストファー大学大学院教授）

シンポジウム1�「多様化するニーズに応える訪問看護師の人材育
成」柴田三奈子（ラピオン代表取締役、山の上ナー
スステーション統括所長）・齋藤訓子（日本看護協
会副会長）・小瀬文彰（全国新卒訪問看護師の会
代表）・並木奈緒美（山梨県看護協会ゆうき訪問看
護ステーション所長）

シンポジウム2�「これからの在宅ケアは地域づくりから」新田國夫（全
国在宅療養支援診療所連絡会会長、日本在宅ケ
アアライアンス議長）・秋山正子（ケアーズ白十字訪
問看護ステーション・白十字ヘルパーステーション統
括所長、マギーズ東京センター長）・力石泉（豊郷
病院総看護部長）・矢崎貴恵（山梨市役所保健
師）・西尚子（療育・介護経験者）

教育講演1�「時代を見据えたこれからの在宅看護」佐藤美穂子（日
本訪問看護財団常務理事）

教育講演2�「社会学の視点から地域包括ケアのこれからをみる」猪
飼周平（一橋大学大学院教授）

教育セミナー1�「在宅における看取りのパス」茅根義和（東芝病院
緩和ケア科部長）

教育セミナー2�「看護学分野における質的統合法」山浦晴男（情報工
房代表、千葉大学大学院看護学研究科特命教授）

教育セミナー3�「看護研究における倫理」西田幸典（昭和大学保
健医療学部講師）

市民・多職種公開講座�「母に先立たれ認知症になった父を世話し
た10年に及ぶ男の介護」盛田隆二（作家、
元情報誌「ぴあ」編集長）

上映会�「愛しき命―訪問看護の現場から」渡邉理恵（鹿児島こ
ども訪問看護ステーション所長）/他

参加費　�会員9000円、非会員1万円、大学院生3000円、学
部学生1000円

　　　　�公開講座のみ参加：看護職以外の専門職1000円、一
般無料

　　　　※�学部学生、大学院生は学生証のコピーが必要
問学術集会事務局
〒400—0062山梨県甲府市池田1—6—1
山梨県立大学看護学部（佐藤研究室内）
zaitaku7@yamanashi—ken.ac.jp
http://www.zaitakukango.com/shukai_7th/top.html

第7回日本在宅看護学会学術集会
在宅看護の原点、そしてさらなる挑戦―実践・研究・教育の場からの発信

2017年度日本在宅看護学会主催研修セミナー
多死時代を支える看護師の役割
―ICTを活用した死亡診断の理解・普及に向けて

日時　11月26日（日）13：15～14：45
会場　�山梨県立大学看護学部池田キャンパス3号館3階301

（山梨県甲府市）
講師　�浅田祥乃（厚生労働省医政局看護課看護サービス推

進室係長）
定員　150名　※定員になり次第締切
参加費　�日本在宅看護学会会員・学生3000円、非会員

5000円
　　　　※学術集会参加者は参加証の提示で無料。

同時開催
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